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 反応時間の分布を表す分布モデルに ex-Gaussian 分布がある。ex-Gaussian は、人間の主要な認知処理の時間を指
数分布、誤差の時間を正規分布で表し、実データに良い当てはまりを示す。しかし ex-Gaussian にはその危険率関数
が一定に収束するという欠点がある。危険率とは、任意の瞬間 t の直前までに反応が無かった場合、瞬間 t で反応が
起こる確率のことである。探索中に記憶を使うなら、ある瞬間は前の瞬間より危険率が高くなり、危険率関数は上向
きになるはずである。 























 そのためにまず、文脈手がかり効果の存在を確認する。その後反応時間に Weibull-Gaussian モデルを適用し考察
を加える。 


















論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 本論文は任意の標的物を目で探す行為である視覚探索に関して、反応時間の分布を用いてより深い理解を得ようと
した実験心理学的研究である。 
 論文の前半では探索された範囲内に標的物が無いと判断される棄却過程について検討がなされた。その結果、棄却
過程では８割程度の正答率で探索が打ち切られるという現象が見い出され、検出過程に比してより心理学的な要素の
強いことを明らかにした。 
 論文の後半では、通常の探索過程に目を転じ、探索の過程が記憶を使用した記憶駆動型であるか否かについて詳細
な実験的検討が行われた。これを確認するために反応時間の分布がその測度として用いられたが、様々な分布関数を
現実のデータに適合させる過程の中で申請者はオリジナルな関数である Weibull-Gaussian と呼ぶ関数を提案してい
る。これを用いることによって、視覚探索は最初は記憶駆動型であるが、徐々に記憶駆動ではなく、全対象を並列的
に探索するように変化することを確認した。さらに、最後の実験では視覚探索に関する文脈手がかり効果に本分布を
適用することによって探索の立ち上がりに関する新しい知見も報告している。 
 以上、本論文は、理論的展開の明晰性、提出された反応時間分布モデルの斬新性、あるいは、その実験心理学的方
法論の充実度より博士（人間科学）の学位の授与に十分に値するものであると判定された。 
